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1. 本誌 は､物性物理 の研究 を共同で促進 す るため､研究者 がそ

の研究意見 を自由 に発表 し言寸諭 しあい､ また､研 究 に関連 した

情報 を速 や かに交換 しあ うことを目的 と して､毎 月1回編集 ･

刊行 されます｡掲載 内容 は､研究論文 ､研究会 ･国際会議 など

の報告､講義 ノーip､ト､研究 に開通 した諸問題 につ いての意見､

プ レプ リン ト案内､ニュースなどです ｡

2. 本誌 に掲 載 され る論文 につ いては､原則 と して審査 は行 ない

ません｡但 し､編集者 が本誌 に掲載 す ることを著 しく不適 当と

認 めた もの につ いては､改訂 を求 め､ また掲載 はを拒絶 す るこ

とがあ ります｡

3. 本誌 の掲載論文 を他 の学術雑L誌 に引用す ると きは､著者の承

諾 を得 た上で privatecommunic?tion扱 いに して下 さいo

投稿規定

i. 雑清志のペー ジ数 を節約 す るため に原稿 は極 力簡潔 にお書 き下

さい ｡

2. 原稿 は 400字 詰原稿 用紙 を使 用 して下 さい｡

3. 数式 ､記 号 の書 き方 は Progress,Jollrnalの投稿 規定 に準

じ､ ミス プリン トが生 じないよ うに適 当 な処 置 を とって下 さい｡

上 ツキ､下 ツキは特 に給 わ しい もののみ を指定 して下 さい｡

英字 の大､花文字 ､ギ リシャの指定 を忘 れないよ うに､ O と a

と0(ゼ ロ)､ uと nと r ､Cと e､1(エ ル)と1(イチ)､X と

× (カケル)､ uとV等 が一番間違 いやす い O

4. 数式 は 3行 にわたって大 きく書 いて下 さい｡

5. 1行以内 にお さま らない可能性 の ある長 い数式等 は必 ず改行

の際の切 れ 目を赤です旨志 して下 さい｡

6. 図の縮 尺 ､拡大 は致 しません｡ 1頁以 内 に入 らない図 は原則

として著者 に返送 し､書 き改 めていただ きます ｡

7. 投稿後 の原稿 の言丁正 はで きるだ け さけるよ うに して下 さい ｡

8. 別刷 は原則 と して作 りません｡ ど うして も別刷 が人用 を場 合

は､投稿 の際 に所要部数 を50部単位で 申込 んで下 さい｡別 刷代
は下記方式 によ り､現金 で納 入 していただ きます ｡

(郵券 よる受付 はいた しません｡)

p :物研 出来上 り真数

Ⅹ :別刷所･要部数

a :別刷 1頁の代金 3円

b :製本代 (別刷 1部 につ き) 30円

別刷代- (ap+b)Ⅹ十送料:

別刷代金･は別刷 を受 って か ら､ 1ケ月以 内 に糸内めて下 さい｡

それよ り遅 れた場 合 には遅滞追徴金 を請求 され ることがあ りま

すか ら､御注意下 さい｡

9. 原稿 締切 日は毎 月20日で原則 と して次 月発行誌 に掲載 されま

す｡



プレプリント案内

プレプ リン ト案内

〔東大･久保研〕

(7) 6. ShinobuHIKAMIandRyuzoABE

AFew Layeredn-VectorModelintheLimitn⇒-

(8) 9. H.MatsumotoandH.Umezawa

ARigorousFormulationortheBosomMethodinSuperconductivity.

(9) 12･ DaijiroYoshiokaandSadaoNakajima

AGas-LiquidTypeTransitionofSemimetalSin StrongMagneticField

II,andIII

(10) 12. SadaoNakaj血a

SupernuidandExcitonicStates

(ll) 12. ToshiyukiNishiyama

Momentum DistributionofanInteractingMany-BosomSystem atHigh

Density

(12) 12. K.Carneiro,G.Shirane,S.A.WernerandS.Kaiser

LatticeDynamicsofKュpt(CN)4Bro.3 ･3.2D20(KCP)Studiedby

lnelasticNeutronScattering

(13) 12. T.Nishigori,K.KishidaandT.Sekiya

HIDDENSTATE-VARIABLESANDANON_MARKOFFIAN FORMULAT-

IONOFREACTORNOISE

(14) 16. REPORTONWORKSHOPMETHODSINMOLECULARDYNAMICS

-LONGTIMESCALEEVENTS-

ORSAY,19AUG. -SEP.1974

(Ⅰ) ∫.Orbanand∫.P.Ryckaert

M.D.ofsimplechains

(II) J.L Finney

LongrangeforcesinM.D.calculationsonwater

(ⅠⅠⅠ) G.IacucciandA.Rahman

ThepossibilityofusingalargertimestepinM.D.studiesofwater

- 333-



プレプリント案内

(ⅠⅤ) C.H.Bennett

MasstensorM.D.

(Ⅴ) H.∫.Beredsen

Thefilterapproximation

(15) 16. ReportofaC.E.C.A.M.Workshop,heldinOrsay

MOLECULARDYNAMICSANDMONTECARLO CALCULATIONS

ONWATER (June19-Åug.ll,1972)

(16) 20. HideoYAHATA

StationaryAm plitudeoftheTaylorVortexin aRotatingFluid

(17) 26. CordonBaym andSiuA.Chin

LANDAUTHEORYOFRELATIVISTICFERMILIQUIDS

(18) 26. DukJooKIM

TheEffectoftheExchangeInteractionontheElectron-Phonon

InteractioninMetals

(19) 26. DukJooKIM

An ItinerantElectronModelfortheCritical SoundPropagationin

FerromagneticMetals

(20) 27. K.Carneiro,G.Shirane,S.A.WernerandS.Kaiser

仇ItheDynamicsofK2Pt(CN)4Bro.3･3.2D20(KCP).･

ANeutronScatte血gStudy

(21) 27. G.Shirane

NeutronScatteringStudiesorOne-DimensionalConductors

(22) 29. L BanyalandA.Aldea

Thesemiclassicalandquantum一mechanicaltheoryorthehopping

conduction.

〔桂 研〕

ShinobuHikamiandRyuzoAbe

Afewlayeredn-vectormodelin thelimitnう ∞

NaruichiHagaoandTutoNakamura

New self-consistentapproachtospindynamicsatughtemperatures.
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プレプリント案内

YoshiakiTanakaandNorikiyoUryG

ExchangeinteractionsinantiferromagneticFeI2.

G.GrinsteinandA.Luther

Applicationortherenormalizationgrouptophasetransitionsindisorderedsystems.

J.Schwartz,L SchwartzandH.Fukuyama

SurfacestatesofaHeisenbergferromagnet.

H.Fukuyama,Y.KuramotoandM.Morimoto

Electron-holesystem undersuper-Strongmagneticfieldandfirstordertransitionof

Landausub-levelofbismuth.

AkiraYanase,YukitoTakeshigeandMasaakiSuzuki

CriticalbehaviorofthesusceptibilityoftheIsingmodelwithatransversefield.

ShigeoNayaandYukioSakai

Criticaldynamicsorpolyorientationalphasetransition

- Linearrelaxationtheory- -

GeorgeA.Baker,Jr.,BernieG.Nickel,MelvdleS.GreenandDanielI.Meiron

lsingmodelcriticalindicesin threedimensionsfTrom theCallan Symanzikequation.

TohruOgawa,TaekoOgawaandTakeoMatsubara

Anew theoryorelectronicstateindisorderedsystem

- IGeneralizationofHubbard'salloy-analogyandGutzwillerapproximation.-

M.F.BamsleyandGeorgeA･Baker,Jr.

BivariationalboundsinacomplexHilbertspace,andcorrectiontermsforPad6

approximation.

ToshioTsuzukiandNobuoUrata

Onthephasetransitioninamodelwithcubictems.

T.WestonCapehartandMichaelE.Fisher

SusceptibilityscalingfunctionsfわrferromagneticIsingfilms･

PaulR.GerberandMichaelE.Fisher

Crossoverbehaviorofthespecificheatandthenonorderingsusceptibilityofthe

anisotropicHeisenbergferromagnet.
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プレプリント案内

MasuoSuzuki

Scalingtheoryofnon-equilibrium systemsneartheinstabilitypoint.Ⅰ.

MasuoSuzuki

Scalingtheoryofnon-equilibrium systemsneartheinstabilitypoint.II･

Iousnuctuationtheoremsin theextensivereglOn･I -
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ニュ-ス

〔阪 大〕

1月27日 "結晶を用いた原子核寿命の測定''

藤 本 文 範 氏 (東大 ･教養 )

2月 13日 "金属水素の安定相 "

宮 城 宏 氏 (阪大基礎工 )

〔東大教養〕

物性コロキウム

2/ 6 Spinordal分解での異常な揺ぎ

斎 藤 幸 夫 (東 大 理 )

2/13 He表面上の電子

梶 田

2/20 遷移金属のバンド構造と磁性

浅 野 (物 性 研 )

〔岡山大学〕

修士論文

万成研究室 双一次,双二次型相互作用を持っスピン-1次系の統計力学

高 橋 和 広

linear chainmodelにおける異方性を持つ不純物スピンの

Brown運動 林 幸太郎

富岳研究室 coupling effect inmany electron atom withaclosed

valence electrollShell

岡 長 年
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ニュ-ス

〔名古屋大学〕

物理教室談話会

1月30日

応 物 談 話

応 物 談 話 会

2月 5日

物 性 談 話 会

2月 17日

〔物 性 研〕

土 曜 輪 講

1月 17日

1月 24日

1月22.-24日

1月 19日

1月26日

〔基 研〕

人 事 移 動

4月 2日

4月 2日

"生体高分子の緩和現象"

和 田 八三久 氏 (東 大 ･工 )

"新粒子と素粒子の模型''

牧 二 郎 氏 (京大 ･基研 )

"高温高圧Ⅹ線回折実験と圧力環境の精密化''

秋 本 俊 一 氏 (東大･物性研)

"不安定相分離における揺ぎの異常増大"

斎 藤 幸 夫 氏 (東 大 理 )

"カピッツア抵抗のモデル''

生井沢 寛 氏 (東 大 駒 場 )

結晶の基礎物性

"Ⅳ-Ⅵ族Narrow-Gap半導体の相転移と電子構造 "

川 村 肇 氏 (阪大理学部 )

"強磁場中の半金属''

中 嶋 貞 雄 氏 (物 性 研 )

川 崎 恭 治 教 授 九大理学部-

川 畑 有 郷 助教授 学習院大学-
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編集後記

編 集 後 記

いかにせむ 都の春も惜しけれど 馴れし東の花や散るらむ

というわけで,東に下る事とはなりました｡

基研での生活をふ りかえって見ると,雑用の多い事が印象にのこります｡物性研では

(少くとも助手は )やらなくてはならない事は研究とピンポンだけでしたが,基研では

一に雑用二に研究,≡,四がなくて五がピンポンという調子の人も少くありません｡自

分としては,断固雑用をサボル方針で来ましたが,あまりあてにされなくなればしめた

ものです｡雑用の害というのは,単に時間をとられるだけではすまないと思われます｡

大戦中に,米国で日本語の短期教育をやった所,中年以上の人でも若い人と同様に効果

が上ったそうですが,成績のわるい人は,家内の事等心配事のある人であったという事

です｡つまり,年をとると学習能力が落ちるといわれているのは, intrinsicなもので

なくextrinsicなものであるとの事です｡新しいアイデアを考えつくなどという事は,

語学の学習以上に,環境の影響を微妙にうけると思われますので,雑事を減らすという

ことは,基研で行われる研究にとって非常に重要と考えます｡ (この点に関しては,秦

粒子論研究 (52(1975),69) の牟田泰三氏の文も参照されたい )｡雑用を減らす事

は決して不可能ではありませんO 私の印象は, ｢雑用とは,有るものでなくて,作られ

るものである｣,という事です｡

最後に物性研究について言えば,交通費の値上げ等により,地域内の交流が難しくな

りつつある現在,研究会報告や,講義ノー ト等の重要性は非常に大きくなっていると思

います｡幸い現在の経営状態は良好ですので,当分は,つぶれる事はないでしょう｡私

の目の黒い間ぐらいは続いてほしいものです｡

A.K.
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講読規定

個人講 読

1.会費 当会の会費 は前納制 をとってい ます｡ したがって､ 3月

末 まで に なるだ け 1年間分会費 を御支払 い下 さい｡

なお析規講読 の場 合 は下記 の会費以外 に入会金 と して､

100円 お支払 い下 さい｡

1年間の会費

1st volume I,680円

2nd volume I,680円

計 3,360円

(1年分 まとめてお支払 いが困難 の向 きは 1volume分

ずう で も結構 です ｡)

2 支払 いの際 の注意 :なるべ く振替用糸氏を御利用の上御納入下

さい ｡
なお通 信欄 に送金内容 を必 ず明記 して下 さい｡

3. 雑誌 購売老以外の代理 人 が購売料 を送金 され る場 合､必 ず購

読者本 人の名前 を明記 して下 さい｡

4. 誌代 の支払遅滞 の場 合 :当会の原則 と しては､正 当 な理 由 な

く 2Vols.以上 の誌代 を滞納 されは場合 には､送本 を停止す る

ことになってい ますので御留意下 さい｡

5. 一 括送本 を受 ける場 合 :個 人 購読 中 に大学等で一 括配布 を受

ける様 にをった場合 は､必ず ｢個人購読 中止 ､一括配布希望｣

･の通知 を して下 さい｡逆の場 合 も同様 です｡

6. 送本先変更の場合 :住所･､勤 務先 の変更 等送 本先 が変 った場

合 は､必ず送本先変更届 を提 出 して下 さい｡

学校 ､研 究所等機関購読

1. 会費 :学校 ･研究所等での購読及 び個人で あって も公費払 い

の と きは機関会員 とみ な し､代金 は､1Vol. 3,120円､ 1冊

520円です｡ この場 合､入会金 は不要です｡学校 ､研究所 の会

費の支払 いは後払 いで も結構 でiTo しか し購読 申込み を され る

時 に支払 いに必要 を請求見積 ､納品書 各何通必要 をの かをお知

らせ下 さい｡

なお､当会の請 求 書三相では支払 いがで きない様 で した ら､貴

校 ､貴研究機関の請 求 苦笑頁を送付 して下 さい｡
2. 送本 中止の場 合 の連絡 :発行途上 ある volume の購読途 中

中止 は認 め られ ません｡購言売中止 され る場 合 には､ 1ケ月前 ぐ

らいに中止時期 を明記 して ｢購読 中止届｣ を送付 して下 さい ｡
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